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IX.圃版

雷

北海道に於けるコガネムシ類の費生に闘しては，古くは 1884年(明治17年)頃より報ぜら

れてゐたが，営時の被害は農林業上殆んど問題とするに足ら友かった.然るに近来明好:の進捗

に伴ひ， その被害は著しく増大し， 殊に 1930 年(臨l~115年)以来 4年目毎に大費生を繰返し

北海道各地の農耕地，森林及び首闘の一大脅威となるに至った.

ナガチヤ亨ガネ HettoμyllatH:ea MotschuIskyは，北海道に於ける主要なコガネムシ類の 1

報本研究は文部省科挙研究費による研究の一部である.
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種であり，各地の首聞に多数叢生しーその幼最は各種針葉樹の首木の根部を喰害L，造林業上‘

の一大障害でるみ然るに本害轟の生態に関しては，新島・楠・宮本 (1917)，木下 (1925)，桑山

(1937)諸氏の報告により，僅にその輪鹿が明らかにせられた祇態にすぎやして，極度に集約化

せられた経替により，各種防除法の賓施上最好保件にるる首聞に於てさへも，未だ適切君主防除

割策の踏まを見ざるは，本害晶の生態¥'1:闘し術幾多不明の黙の残されてゐ、る事が，その原因の

一部をなすものと考へられる.

以上の見地より本害轟に闘し各種の調査及び貫験を行ひ，二，三の知見を牧め得たので，

誌にその概要を報告し，本害轟防除の一助に供せんとする共第でるる.
骨

格りに，圃場調査，貰験材料の採集等に多大の便宜を興へられた，北海道大撃演習林賓験

首圃の各位に謝意を表する.

1.概説

ナガチャコガネ(日明ophylla世iceaMotschulsky)は，コガネム ψ科 (Scarabaeidae)のコフキ、
コガネ亜科 (Melolonthinae)tc属し， 日本を産地として 1857年tcMotschulskyl)にようて始め

'て記載された.而して現在迄に知られてゐる分布地域は日本K限られ，北海道，本H!，四囲，

九州の各地l乞棲目、・してゐるととが報ぜられてゐる.北海道に於ては，内陸部及び、西部t乙特にそ

の護生が著しい・ ¥ 

本種の被害は，北海道以外の諸地方にては飴り認められてゐないが，北海道に於‘ては，苗

闘の針葉樹が，本種により年々著しく加害せられるととはよく知られてゐる.

第 1凪経過薗
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本種は 1世代を完了するに浦1箇年を要する.成品の出現期間!は6月下旬1:T約1箇月の

聞であり 7月上旬に於てその出現が最も幸子しい. 成品は出現後 2，...3日目よ P産卵を開始す

るが，卵は約 3 週!官。卵期~経て解化する.幼晶は地申の腐植耳及び各種の植物の根を揖食し

て生長を績け， 2同の股皮を粧たる後， 11月に至って生長を完了して越多に入る.劫蕗は翌春

るまり揖食するととなし前踊期を経て府j化ずる.明期は大韓6月上旬より約3週間である.

沼化した成品は術数日地中の土鵠内に止まった後地J~. vc.現はれる.

4 本種の週年経過を固示すれば第 1闘の如くである.

n. 卵

7月上旬，地中に産卵せられた卵は，約3週間の卵期を経て勝。イじする.卵の護育連度と温

度との蹄係は第2闘の如くで

あり，室内詞育に於ける卵期

間は，温度 22-270Cの間で

は13-16日間であったl10C

以下では卵の護育が見られ

すちまた 350C以上では全卵

舞死した.

プ1. 卵の増大

馬民1に見る如く，産卵

営時の卵は長楕闘形，筑白色，

第 2圃 卯の設育速度と温度との関係
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ガラス様。光津がある.産卵後3日日頃より光i撃の減患にi字ひ，長短雨俸の増大著しし柏球

形主主するに至る. 5-6日目よりは，和智泊せる幼晶鵠の白色部と， 透明部とを匹別し得る

も，時日の経過に従ぴ白色部は次第に増大し透明部は徐々に消失する.解化前3日頃よ bは，

卯の一端から凡そ与の個所tz:.劫品。淡黄色の大胞が透硯し得られ，府化前日には，各陣節

の淡黄色毛をも認められる.

卵の増大に閲しては， ヒメコガネ(湾， 1931)， lJスキイロコガネ(村山， 1936)， ドタガネ

プイプイ(湯浅・遠藤， 1938)等の卯ひ増大曲縁が明らかに‘せられてゐる. ナガチャコガネ卵に

就いては，木下(1925)により，産卵時。1.16mm(短径)x 1.68mm (長僅)より艇化直前D 1.58 

mm X 1.95mmに増大する事が報ぜられてゐる.

著者等は，産卵王寺より駒化に亙る問。，卵白増大欣況並び、に重量及び合水量の援化を知る
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ために弐の如警観察を行った.‘

飼育方法 直控0.3mm内外の海砂を流水中で充分洗糠し，諜集殺菌を行へる後v厚さ

1.5cmのベト Eシャーレに約7分自に盛り，容水量の約90%v水分を含有せしめ， との砂上

舵産卵後24時間以内の卵を並べて蓋をな l，暗室内に静置し 2-1時間毎K卵0長・短爾怪奇と

測定した. 又同方法で飼育した他の卵について， 1週間毎に重量及び含水量生測定した.測定

卵敷は前者20個，後者毎同時間，賞験期間中の室温は最高31.20C，最低23.50C，平均 25.dOC

であてコた.

測定結果 第3固

に示せる如<，産卵首時

〆長径平均1.7mm， 短径

l.lmm， 容積1)1.0mm:l 

であてコtc卵は， 2-3日目

よb増大を開始し長径

に於て21%，短径I亡於て

53%の増加を示L，長径
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53圃卵の補大

第 1表 卵の重量主主ぴに含水量の聾化

| 重量| 含水量
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1tきととにより， Ludwig (1932)がマメコガネに就いて述べてゐる如く，卵ρ重量。増加は主

として水分の増加によものと考へる事が出来ゃう.

2. 卵と 2，3の環境保{牛との開係

i. 撮度との関係

コガネムシ類。卵の護育には一定量の水分を必要とする.ナガチャコガネに就いては第 1

1)卵を棚橋週休と見貸し， v= {_ A2Bの式により容稜を算出した・
包Lv.…・・容積 A…・・短径 B..・H ・気容量.
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表。如<.またマメコガネの卵は1.627imgの水分吸収により，合水量は産卵首時の 49%から

僻化直前V 84%に増加する (Ludwig，1932).かくの如く，卵はその護育に必要な水分を周闇

より吸牧する故， Schuch (1938)によれば，Melolo:叫ame;olo叫 aL.の卯は，その護育保件と L

て高揚度を必要とし，室気に接した漁った基盤面こ直接接摘してゐる場合医のみ正常に護育し，

容積は 21日聞に 3倍に増大する. 若し空気中の飽和水蒸気のみが水源、で、ある場合には，死亡

率が増加し，また街化した幼晶も小形でるるといふ.松本(1936)は乾土中に産卵されたドウガ

ネプイプイ (.1.nomalac/ltrea)の卵は癖化しないが， 操土乃至中庸i最土中に於ては完全に勝化す

るととを報巳てゐる.筆者等c賞験に於ても上記の如くナガチャコガネの卯は，そむ護育中に

1.8mgの水分を吸i比して，合水量は 48%から 84%に増加した.ととに於て本卯o護育には如

何なる撮度保{牛が好適で革うるかを知るため，号えの寛験をなした.

ー
賓験方法

1.空気揚度との関係 各種D撮度を得るため，下記盟類の過飽和溶液を後用した.盟

類の種類及びその空気浪度は共D如くでるる.

RO  (100%); KN03 (90-95%); NaCl (70-80%); Ca (N03}， (:::0-60%); CaCl， l2:J%). 

直径8cm，高さ 2cmのベト Pシャーレに，臨類結晶の存する上記過飽和溶液を入れ，中央

に時計皿を浮ぺ，そのrllに201同の凹所を作った出紙差置き，その凹別にl1!alづっ産卵後24時

間以内の卵(漁度約 W Yo の砂中に産卵せしめたもの)を並ぺ蓋をし ~70C の恒湿器中に静置

し， 24時間毎にその経過を観察した.

2. 土壌撮度との関係 前節に於て述ぺた如く洗糠，殺菌せる直径 0.3mm内外の海砂

を，直径 7cm，深さ 10cmV腐合せ蓋附きガラスポツ令に夫々 200gづっ入れ，とれに適量の

水を加へて十分撹伴し，水分を均等に浸潤せ・しめ，その水分合有量を飽和合水量の 2.5; 5.1 ; 6.0 ; 

tl.3; 8.0; 9.5; 11.5; 13.0; 16.4; 20.8; 25.0; 29.9; 37.6; 44.7; 48.9; 58.5; 68.6; 78.7; 83.8; 

88.2; 94.5%とした. 三えに産卵後24時間以内の卵をと， 1ポットに 30f/lii宛2cmの深さに埋珍，

蓋の廃合部に少量のワゼリンを塗ってヲk分の蒸散を防ぎ， とれを 270Cの恒温器中に!持置し，

3週間後そ5結果を検した.

賓験結果

1. 空気中に於ては漁度1明-G(H20) D場合にのみ 65%の卵子化率を示し，他D場合には卵'

殻破れて内容流出し，或は卵殻凹みて責色となり，悉く築死し?と.

2. 砂中に於ける結果は第4闘の如く，砂滋度、%以下では 1卯も瞬化しなかったが，そ

れ以上の滋度では急激に瞬ft卒乞増し，10-80Yo V魔範固に於て高度の瞬化Z容を示し，最;虚構
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度は 20-30必であった. 80%以上の漁度では瞬化率の減少を来たした.

卵が護育するためには，周

国の土壌から7Kを奪取せねばな

らぬが， 11同の卵白必要とする

水分量は，前記の如く平均わや

か 1.8mgである故，一度吸水

可能の祇態となる子容易にこの

必要量は獲得せられるものと思

はれる.叉卵の呼吸について考

丹、れば， Fink (1925)によれば，

押4

M 
〆d
100. 

イヒ fD. 

~ 

a 

第 4圃 瞬化率と砂濃度との閥係

to 
ゑ轟

• マメコガネの卯の酸素消費量は 2.70560mm宮/g/hour.であり， ナガチャコガネに於ても大差が

ないものとすれば， 僅の土壌間際の存在で呼吸は行ひ得可し とれ等の原悶により器i度 10%

より 80%に亘る康混国内で，高度の瞬化率を示したものと考へられる.

以上の結果に照ら L，卵の護育には幾分乾燥せる土壌の過してゐる事は明らかでるるが，

一般岡唱に見られる如き乾燥及び過漁欣態は， JJ[Jの護育にさしたる悪影響を及ほ検さないものと

思考される. . 
北海道の軽震な火山友地帯iJ'1:， コガネムシ類の大建生する原因の 1っとして，火山友の性

質が，多量の水分と豊富な空気とを同時に供給し得るため，卯D護育に好影響を及ぼしてゐる

ものと考へられる.

• 11・水素守オン濃度との関係

土I主中に産卵された卵は，モの土壌の水分を吸牧する故，卵に封ずるこ1:壌水分の水素イオ

ン濃度の影響の有無を知るため，三えの賞験を行った.

質験方法

各濫の水素イオン濃度を得るために McIlvaine'sStandardsを使用した. 準備せる水素イ

オシ濃度は， pH 3.8; 4.2; 4.6; 5.0; 5.4; 5.8; 6.2; 6.6; 7.0; 7.6; 8.0の11種でbる.

直筏8cmのくト習シヤーしに上記 Standardsを入れ，中旬をに時計・皿を浮ぺ，その上に櫨紙

を置き，その一端を折曲げて液中に浸し，語紙が常に一様に漁るやうにしとの議紙上に卵を

， 
、101間並べ蓋をして暗室中に静置い各 pH匿の瞬化奉及び、 pH3.8; 5.8及び 8.0の3匿に就

き， 21時間毎にJJiJv;長・短雨便を測定した.
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嶋貫験結果

第 2表 各plI医の瞬化品数
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ら畑。土壌に通常見られる如き酸性度内に於ては，卵の護育には殆んε相濯が認められたいも

のとJ思はれる.

111"，幼轟

1. 生 ・長!

i. 9J時化放〉況

1昨化に際しては，卵殻内の幼轟は障を前後左右K緩慢に動かし，また大腿を開閉ナる. と

の運動中，卵殻背面tz:横の割目を生ァタると直ちに背部を突出する~えいで緩慢た嬬動を行ひっ

つ腹部及び尾端を脱出し，頭に被--:':>7と献態となって残ってゐる卵殻左脚で押して脆ぎ去る.卵

設に割目が生じてよ P脆出完了迄に約 20分間を要する.

卵7化直後の劫晶は第3表に示す如く，頭，胸部K比し腹却は著しく細小で彦る.躍はC字

般に腎j出.L，柏午透明，筑白色，大胞の先端古「のみ鮮赤禍色，科毛，気門は淡黄色.頭蓋には

詑い紘細献の詰iiがあるが，とれは後に消失する.頭部は次第に着色し，約2時間後には淡褐色

ξなる.

ii. 幼晶の大さ

劫品各齢の初期及びf喜朗に於ける晶睦の担IJ定結果は第3去の如く，頭部は股皮によっての

み躍進ilf.]tz:増えL，ヨたの脱皮迄の聞には著しい嬰化はない. とれに反し韓長及ぴ腹幅は前後雨

股皮の旬間期に増えし，胸部は股皮時並に前後雨肱皮の中間期共に増大する.その結果晶障は

各l悼を題ビ肱皮!日は胸部より尾端に至るまで略同控，短太なsrn:躍に封し小形の頭部乞有L，樺

色は乳白色で、ある.部るに肱皮後は頭部は大形，腹部は胸部に比し細小、，全身密毛を被り， 4主

透明で、重うる.頭部は股皮後3-4時間で褐色となる.

第 3表 、幼晶各期の大さ (平均値，単位 m 吋

体長 胸幅 腹幅

議J雪 顕踊 初期|終期初期|終期初期|絞期

1 1.22土 0.08 3.6 9.0 1.4 1.8 0.8 1.5 

2 1.94土 0.08 -1. 9.1 15.3 2.1 3.2 1 -1.4 . 1 2.8 

3 3.13士 0.17 15.0 . 22.5 3.3 5.日 2.5 4.8 

lll. 鰻重の饗化

自然保件下に於ける劫轟の慎重嬰化を知るため， 1943年より 194i年に亙り，札幌に於て

落葉松山年生林間違草地 (1943，'44年度)大豆削.(前作トドマツ苗， 1945 1]:度) トドマツ苗床
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(1946年度)に就き，重t弐に亙り霊堂、掘採集せる資料(卵245個，幼晶1633頭，前明276頭，踊480

頭，成品615頭)~就き測定した向該期間中の札幌の雨温置並びに各採集地の土壌湿度(地表

下 10cm)は第6圃及び第4表の如くでるる;

第 6圃 札幌の雨温圃
句t

I?'I.J / r少少 1/手正
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8 1 中

下

9 1 申

10 

上

111 中

12 

下

-1: 

zドF

備考

I(務葉書
事事周語

17.9 

20.6 

21.7 

23.5 

21.7 

22.3 

3.S ' 

19.2 1 17.5 ! 16.9 1 18.3 

11.5 

上

8.4 ; 14.7 ]9.4 

5.0 3.7 4.6 ]4.3 

3.1 
15.8 

:;11J;ii;;「 16.3 21.5 1 17.5 

20.0 22.4 I U7  

1943-1946年4月迄は 10時， 14時の平均i民度， 1946年5月以降は最高，最低の乎均.

測定結果

樟重¢費化 関重慶化の様相は第7闘及び第5表に示す如くでるった.

4.9 

17.5 

21.8 
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第7掴睡重の鍵化
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幼晶の顕著な生長期間は，産卵後約 1 第5表 各齢の腫重 (mg) 

箇月牛を経~Lた 9 月上旬上り 2 筒月令の 初 期 終 塑一一

即 l 範国|平均 l 範関|平‘均
間であれとの間直娘的に睦重を増加せる 一一一一〕一一十一、

幼轟は， 11月中旬，王子均 290mg I'C達して

起型車しp 越冬中多少減少するも，翌年6月

下旬羽化するまで著しい盤化はたい.幼晶

の陪主培加は原則として年内に完了し，そ

の増加rlh新は，各股皮時に於ける一時的停

滞は認められるが，全障として 1-::>のS字形曲線を示してゐる.

気候の影;~ との曲線に及ぼす各年の気候の影響を考察するに， 1943年は大骨豊平均並，

1945年は冷涼， 1~46 年は酷暑であった. 而して幼品が一定の樟重に建するには夫々の年によ

って 1箇月近い差が認められたが，瞳重増加曲触は大腫平行関係を維持してをり，との1箇月

近い差の生じ?と原因は，就j掻の生長蓮度の差tz;よるよりも，寧ろ春季C気候の差Kよる成品出

現時期の遅速によるものと考へられる.Ludwig (1928)は，マメコガネの卵及び踊は，温度の饗

化r関して非常に規則苦しい反臆を示すが，幼轟は食物等の保件に制約される事が多いために

顕著な影響を受けない事を報巳てゐるが，ナガチャコガネに於ても同様な現象が認められた.

生長式 気候の差による幼品生長蓮度の差が上越の如〈僅少なる故，各年の幼重量腫重を

ー産卵時よ 1)41-)日;数1)で比較するときは，かたり良く一致した曲紘を示し，劫轟障重増加四様式

を Robertsonの生長式2)ピより示す事を得た.(第6表及び第8圃L生長式はきたの如くでるる.

1 2.3-2.6 2.5 9.7-12.:t 11.2 

2 11 -1;l 11.7 55 - 82 77.2 

3 76 -91 79.4 202 -420 288.3 

中 8 

嗣|…:I制:I…。 12435
成品 121-318 I 167.4 I 112-295 I 147.2 

1)産卵は成品出現後2_3日目より約2週間に亘り行なはれる語む ことではその中間を取り 1週間目よ P包

まました.

2)均三五 =K(t一向)

但じ ぉ…産卵後 t聞に於ける幼識の重量 A....:I;の最大値 I1.・.:1;すの時叫 K・・・領殻
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第 8掴 幼晶の腫重増加曲線
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第 6表 R-式による謹重の計官事値と賓iJ!U値との比較

100 Q 

(11-1) 

備考

貧i日iJfl立

・-…・・1943年度

×……1945 グ

t;.・・…194G 1/ 

計算値
一一......R氏式
による曲線

度|へ鮫|賃制iJfI直|計算値下差 I!~ 8("'1日月十計算引いI ...1"1.. IXOJ UB. I Pl -;:;Jf-I)EL I l..tttI ~年度 I H ，.，... I ..... H<'， ，.... I "' *" 'Jli. I 
x: :r:' x-x' x::r/  

]945 。 1.1 1.1 0，0 1946 76 80，6 76.1 十 4，5

43 1 1.(¥ 1.1 十 0.5 43 77 80.5 79.5 十 1.0

45 7 1.6 1.6 0.0 46 79 91.2 86.6 十 4.6

43 15 2.5 2.6 - 0.1 45 81 110.0、 94.1 + 15.9 
45 ]5 2.9 2.6 + 0.3 43 83 ]27.6 101.9 + 25.7 
43 19 2.7 3.3 ~ 0.6 45 87 ]21.3 118.3 + 3.0 
43 20 2.6 3.5・ - 0.9 46 92 118.5 139.8 -21.3 

45 24 2.6 4.4 - 1.8 43 93 144.9 • 144，9 0.0 

43 36 9.5 8.9 十 0.6 46 99 165.3 170，0 - 4.7 

43 42 11.2 12.7 - 1.5 45 ]00 l'68.2 174，2 6.0 

基5 48 13.4 17.9 - 4.5 43 103 189.4 186.4 + 3.0 
43 51 16.1 21.2 - 5.1 46 104 243.0 190，3 十 5.2.7

45 54 23.5 25.0 - 2.5 43 113 223.6 222.0 十 1.6

46 55 40.2 26.4 + 13.8 45 119怜 222.7 .238.6 -15.9 

45 64 55.7 42.7 + 13.0 46 127 249.1 255.5 - 6.4 

4，3 6l 54.6 49.7 45 127‘ 282.1 255.5 十26.6

46 67 '"60.0τ 49.7 十 10.3 46 16~ 284.1 

45 74 64.9 69.5 - 4.6 46 178 288.3 286.6 十1.7
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2.食'性

i. 喰害扶況

ナガチャコガネの林業上最も恐るぺき害は，幼轟による根部の喰害でるる. とD被害は針

葉樹の首聞に於て著しく，北海道各地の首闘のトドマツ苗に就いてみれば，未だ多くの倶n根を

生じない 1年生苗は主棋士切断されて枯死L，2年生苗に於ても大部分の側根を喰霊置され，主

棋をも上部まで刺皮せられる時は枯死する.落葉松， :r..;Jマツ等に於ても被害は著しく，既に

植栽されたものも時に枯死する事がある.

棋の被害は切臨と剥皮とに大別出来，一定の太さ以下の線は切訴しそれ以上の太さの棋

は木質部。みを蔑して剥皮喰賓Yる.切頭部の太さは大服の大さによって規定されるため，精

一定の直径を有し，第 3齢幼轟に於ては最小 0.3mm，最大 0.8mm，平均 0.6mmでるった

(窃毘 5，6， 7参照).

苗聞に於ける被害は直径童文米の斑紋欣tz:.現れるのを常としその幼高棲息童文は，.1平方米

tc. 81本移植L，1年据置きの4年生トドマツ苗床の全被地区に於ては，平均47.8頭，最高74

頭，また 2年据置きの播種床(苗敢1千方米に l00J本)では最高200頭を検出した.

斑紋内の苗木を喰ひ査した幼晶は逐共外方の健全部に移行する傾向があり， 5-6月頃には

被害医外 0.5-1..0m の地帯tz:.特に多数の幼識が認められた(水平移動の項参照).

ii. 障重の増加と揖食量との関係

野外に於ける幼轟各時期D喰害量を知る事は，苗木保護上重要な問題でるる・ との量を知

るため次の質験を行3た.

貫験方法

直径 3cm，深さ 10cmDガラスチユ F プに壌土(腐植含量 9.5%)を7cmの深さに盛り，

第7去に示よ如き食革を植込み，と
第7表 幼轟 1i.買に封し10目録Iこ奥へたる食餌

の中で幼惑を 1顕づっ飼育L，10日

目毎に障重を測定L，且ワ餌は新鮮

たものと取換へた.飼育期聞は第3

齢初期より約4箇月間でるる.ー

質験結果

飼育試験の結果は第9圃に示ナ

如くであ t， 幼晶1副に封し 10日

グ

世T

5 '1 7 

トドマツ 2年生苗

" 

~. 10日間の，食餌

小童夢 (11極後20日 2本 A
U
R
υ
r
o
 

噌

A

JI み，‘ 5

小室!.H本及びトドマγ2本
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目毎にトドマツ 2年生苗1本の給餌は明らかに不足であり，その根部は完全に剥皮され，餓べ

た幼識は時に地表に這ひ出して幹部をも剥皮し，更に下部の葉まで陪食した.

第 9園 蹟嚢の増加と掻食量との関係
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備考

i……質検期間中のi底捜

i...室内飼育温度

ii…園揚地滋(地表下'lOCll1)

II...…トドマツ匝に於ける鰻重極化

A...図場に於ける組重慶化

H .，.10日間にトドマツ 2年生苗 1;本を輿へ穴場合

C …10日間にトドマ ~2年生商 2本を輿へた場合

D ... " グ-5本グ

III.・h ・-小参鼠に於ける飽重強化

A…岡揚に於ける髄重~1t

B …]0日間に小家(r/l}磁後20日)2本を輿へだ場合

c ... " " 5本 " 
D…10f]問に小亥1本，トドマツ2本を興へた場合

給興苗教の差による障重増加の相違は判然し， 10日聞にトドマツ 2年生首1本を奥へた場

合には，平均125mg以上には達し得なかった. 2本を奥へた場合には平均235mg tl:達した

が，腫重増加の謹度は自然欣態のものに比較して極めて遮く 5本を興へた場合始めて充ち足

る様である.

以上'7)結果から幼晶の野外に於ける持食活動を考察すれば，依りにトドマツ 2年生苗のみ
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を食するものとすれば，腫重 50mgに建ずる迄は 10日聞に 1本の苗で充分でるるが， それ以

土の臨重!)増加に伴ひ}13定量は激増し， 120 mg程度のものでは苗2本を必要とする.との時季

は[合も 9月下旬或は lQ月上旬であり，第3齢初期にbる幼議は，その後約 1箇月聞は 10日聞

に苗5本の蓮皮でjj主食を行ひ， 平均 290mgに淫して越冬ナるものであるから 1幼晶の糖、掃

食苗裁を推算すれば，第2齢は控室11mgから 7.5mg迄増加し，期品寸は約4週間，との聞の掃

食量は 3本，第3歯(}酷重75mgより 290mg迄，約5週間， 17本.第1齢の嬬食量は無間し得

るものとして，総計204三となる.従って 121三方米に 2年生苗は約 1000本(播憧床)生育しある

を以て，凡そ 50頭以上の幼掻の存在する場合に全滅するものと見るととが出来る. 然L以上

の結果は，食物として草にトドマツ苗のみを時取するもθと仮定しての計算でるるが，圃場に

は他に多量。有機物が存在L，幼晶は不完熟堆肥を好食する事も寅く認められてをり，苗の被

害童文は圃場のえた態如何により種々異るものと考へられる.

ナガチャコガネ幼患の被害は， 従来針葉樹のみに見られるたlく報ぜられてゐたが， 松下

(1943)は潤葉樹の根も多少喰害する事を報じてゐる.著者等が試みに小要，ィ、薬及びトドマツ

を興へて飼育した結!.g，雨者全あまり~揮する事なく持取した.然L小要のみを興へた場合は，

給輿童文2本と 5本とに於て瞳重境化i'C大差は認められホ トドマツと共に興へた場合の方が良

〈愛育し(弟9固の III)，トドマツが過してゐる如くでるてった.

共他の食草: 以上の外，圃場に於て大豆.牧草，ダイオウ等の根部をも食す-る事が認め

られた.叉幼晶は共食をもする.

3. 土壌酸性皮との闘係

コガネムシ類の幼晶は食性上土壌を多量に鴨下する故，如何なる土壌酸性度が幼轟の生活

に過するかは興味ある問題である.市して幼晶の好適政性度にはコガネムシの種類により弐去

に示す如き相違Dあるととが報

告せられてゐる.

ナガチャコガネに闘する賞

験 pH 6.2 v!直壌土(関Ni含

量119杉)を水酸化カルシウム及

び硫酸により酸性度t.i:pH3.7， 

4.7，6.6及び、8.7に調節し，直径

第8表 各種コガネムシの幼轟の生存Iζ
好遁なる土壌水素イオン濃度

干重 類 好溜酸性皮 寅験者

Lrj>uuota caudr，ta Blkb. pH. 5.5以下 Smith(1側)・

lIIe!o!olltha Jlltpocasttllli F. 
5-6 

A '"j>hi11l<t!lus solstititlhs L. 1 Printz (1937) 
FO!J少々ぬ ful!sL. 

7-8 
AlZisoplia atlstriam Hbst. 

3cm，深さ 10cmのガラスチユ戸プに盛り，とれにトドマツ 2年生苗2本を植込み，との中で

幼畠t1頭ゴつ飼育し， 10日目揺に主草を新l昨なものと取換へ且つ瞳重を測定した.向供i式幼
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晶は第3齢初期のもの 18頭，質験開始時の平均鰻重 87.3mgであった.

質験結果は第10固に示す如く，中性に近づく程良好な愛育がみられた.然しながら pH3.7

及び 8.7の如き極端友場合κ於ても或程度の臨

重増加を示してゐる.それ故に一般知i土壌に見

られる如き酸性度にては大なる影響を受けない

ものと考へられる.

4. 移 動

コガネムシ類の幼晶の移動には2型が認め

られる.第1型は生長期間中に行はれる水平移

動で，とれは食物の探索，又時としては何等か

の障害に封する同避と考へちれる‘第2型は垂

直移動でるって，晩秋，幼品が冬期の窓J舎を避

け，従来。棲息、深度よりさらに深所'tz::移行し，

翌春再び上昇・する季節的垂直移動でるる.

i. 前進方法

上記2種の移動の基礎となるものは，幼晶

の地中i乞於ける前進方法でるり，とれに闘して

#-. 

% 
/0ジ

10 

J 60 
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片司 争O
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20 

第 10園 幼患の鍾霊増加と
土壌酸性度との関係

rH 6 {， 

/0 20 ，JO B 

4壬i&i習者、

は Kienitz(1892'， Leisewitz ()906)及び Schwerdtfeger(1939)'響の報告がるる.特tz::Schwerdt-

fegerは Mト1ο!ontham?la/ontha L.及び M.Jdp/>ocaslal1i F.に就いて F詳細に観察し， コガネムシ類

幼晶陀共通且つ踊特友前進方法を明らかにした.紋の方法に従ひ，ナガチャコガネに就いて観

察L;t，::結果は戎の如くでるる.

観察方法 2伎のガラス紋 (27cm ::.: 32 cm)を幼畠の樫幅上り幾分買占うの間隔で、平行に

保ち (5-6mm)，問国を木作で同定しとの2枚のガラス板のnfJに，良く師ひ適度のi熱気を輿

へた土壌を充境し，幼主主主放Lた.

前進方法 幼品は常に土壌を汗f聞に押し蹟げて作った卵形の空洞中に居る.幼品は先づ
、、

前進方向の墜を大胆で茜り，或ば左右。υ大胞を合して 1佃のスコップの如〈に用び，或程度の

土壌をと崩し出し， とれを胸部附近に集めて 1-?の山を(1'る(第11闘， 1， 2). ヨたにとのゴニ塊と前

方の壁との聞に腫を滑り込ませ (3)， との土塊を頭部と脚とで押移して後方の監に強く trp附け

る (4，5).此所で再び憶を反偲させ (1)の欣態にも Eり，前方の監を崩す (6¥
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第 11圃 幼患の前進方法
ii. 前進速度

前進方法が前越の如〈複

雑であるがため，地中に於け

る前進速度は遅く，前記甑察

枠を用ひ， 1時間毎に幼識の

位置を記録し，前進蓮度を測

定せる結果は次の如くであ

る.術本寅験では捕食に費8

れる時聞を省くため，土の代

りに良〈洗撫した海砂を使用

した.

質験結果

貫駿結果は箔9表の如〈

でるり，とれを安和すれば，

第 1齢幼晶 瞬化直後

の未だ摘食しない個睦に就いて¢結果である.各個曜とも 40時間後迄K死亡した.

第2齢幼品 問場より採集後直ちに測定せるもの(満腹時)及U同貰験後24時開放置し

たる後再び測定せるもの(昼肱時)の雨場合を比較するに， 室臨時の方が明らかに活動的であ

り 1時間最高謹度に於ては 3cm，・千均 lcmの差が認めιれ， 生腹Kよる食物探索の結果が

判然としてゐる. 空腹時に於ける 1時間 4cmの前進速度は，第2齢幼品。示す最高値と思考

される.

第3齢幼晶 秋季.比較のため砂，土雨者を使用した.土の場合には測定期間中に腫重

ーの増加した個盟もあり，拐i食に費された時間が相常含まれてゐるもDと考へられる.砂中に於

第 9表 幼轟の前進速度

{ 前進速度 cm(時間
平均値重 測定時期 illlJJ五時間 平均滋皮一一一一一一一一一一一一

品 齢 供紬数 mg 年月|時間 OC 最高 1平均

第 1齢(附f化直後) 5 2.9 1946 7 40 26.2 客 0.2 0.01 

第2齢(滞腹時) 5 53 " 9 24 2D.7 1.0 0.07 

グ (空目立時) 5 " 9 7 21.8 4.0 1.2 

第 3紛(秋期，砂) 5 241 グ 11 30 ]3.3 11.0 1.9 

グ (秋期，土) 5 236 グ 11 30 13.3 6.0 1.1 

!/ (春期，砂) 5 210 1945 5 48 14.1 4.1 1.4 
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ける 1時間 11cmが第3齢の最高速度であった.また測定開始後童文時間で土簡を作り，その中

に止まって活動せぬ個程も認められ，との時期の移動には捕食のみで‘泣く，越多のための土簡

を作るのに適した場所を求める事も含まれてゐるものと考へられる.

春季 との時期の移動には捕食のためξ，踊化場所を求めるためとの 2種が明確に直

別出来た.前者は賓験経了後さらに 2週間協食せるに反L，後者は賓験中2日目より土開内に

止まり，後，食草を興へるも擁食せ歩 2週間後踊化した.

以上幼議各齢期の前進蓮度を検討したが，いづれも非常に遅<.最も活動的でるる第3齢

に於ても 1時間最高 11cm，千均1.5cm にすぎ友かった

iii. 71<王子移動

以上は質験室に於て測定せる前進距離でるるが，民:場に於てその被害が 1地駐より逐共同

固に蹟がD行く範園は，幼轟が揖食し，休息し，また不規則に歩き廻る故，前述の結果から直

ちに推定すあととは不可能でbる. Hawlcy (1934)はマメコガネの幼轟が8x4フイ戸トの容器

内で， 37日聞に 7頭がその容器の 1端より 80インチ以上を， 50頭a!40インチ以上を， 78頭

が20インチ以上を夫k移動した事を報じてを t， また HaI!ock(1935)はふomalaorientaZisの幼

最が，野外の容器内でO月より 6月迄に 4フイ【ト穆勤した事を報じてゐる.さらに Schwerdt-

feger (1939)はMelo恥 thaI，ittocaifaniの幼轟をと岡場の l'地賠に埋め， その幼掻を一定期間後に銅

起して坦離賠よりの距離を測定し， 11日目迄の賓測結果を基として幼益。移説距離Sを，

s= aq 
1-q 

但し，a ……幼識が或る目標に直進すると椴定した場合の1日の前進距離.

q ...'"幼患の直進を阻害する各種因子の綿計.

の虫日き無限等比叡童文(日童文を無限大と見る)の和として表はし，aqの位として賞験第1日目の移

動距離(第2齢で平均8.6cm，最高23cm，第3齢で平均12.6cm，最高25cm)を，qの値として

寅測結果より 0，6を求め， sの値として第2齢で平均22cm，最高58cm，第3齢で平均32cm，

最高63cmを求め， とれに第 1齢の見積高を加へて幼轟 1世代間の経移動距離として王子均 70

cm，最高 150cmを算出してゐる. 而してとの 2傍或は3傍の{直，即ち千均'1.5-2.0m，最高

3.0-4.5mを開場に於げる寅際の移動距離であらうとみてゐる.

幼識の移動距離を無謀等比級数の和として表はし得矛ためκは，或る任意の時/1:，幼患が

任意の方向に進む事が，同ーの確率を持つ場合でなければならぬ.然るにナガチャコガネに於

てはその被害は集図的に，斑紋欣vr.費生するのを常とし，被害医域内の食亭を喰ひ蓮くした幼
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轟は，食を求めて外方へ外方へと移動する傾向が認められ， なの場合上記の前提が成立せ十，

f皮の11日自在の賓測を基として案出した式を用ひる事は嘗を得たものとは考へられたい.

而して岡場に於ては，その被害を護克L7と場合，多くの幼品が未だその被害区域内に止ま

ってゐるか，或は隣接の健全直に移動した後でるるか，移動したとすれば何庭まで移動したか

を知るととが，質際上必要な事柄でるる.

第 10表 被害直I二於Iする苗並びに幼轟の扶況 ( 1底割の金苗殿81本)

畝 I II 

ι -I 1 I 2 I 3戸戸下瓦

|引 46I判引一I5o I 60 I 74 I 62 I 64 I ~司 48

:J53むよ片岡三l世間同問両:
叫戸内四成品'1平均iI吋Ml叫同叫叫2叫叫ω

ナガチャコガネの喰害を被った苗闘を一端より丹念に掘起とし，苗の被害献況，幼轟の棲

.官、地賄及び臆重を検した結果は第10表及び第12圃の如くであった. 採掘期間は1946年6月

11日より 26日Ji即ち前踊期より洞化開始迄の聞で， 各個膿はいづれも踊化のために作った土

宮内に止まってを札幼轟期最終の棲息地駐を示してゐる. 苗は1943年春播種， 1945年5月

第 1同床替をたせるトドマツであり，同年秋(45年)には異常を認めなかったが，翌春開芽期に

至り被害が明らかになったものでるる.然しとの被害の大部分は，先に生長の項に述ペアヒ如<.

前年9，10月に受けたものである. 被害医域はナガチャコガネ特有の斑紋形で 5月には健全

に開芽せるものと枯死せるものとの境が判然としてゐたが 6月の検査時には地上部は健全で

あるに拘らや細根佐依〈苗が雨匿の境の部分に多く見出された.被害直内の苗の大部分は太い

主根まで判皮せられてゐ?と.野iの棲息扶態は被害区内ではー践に分布し，開芽匿と枯死匿との

境では少し開芽@A内，境より約 50-60cmの部分で最高値に達し，それ以遠では急激に減少

してゐた. また被害医t1(内の虹の重量は平均185mgで通常のものよりはるかに軽い値を示し

た.以上の諸駄より考察するに，被害直中央部の幼轟は食を求めて紡僅するも迭にとの直域外

に出る事を得や， 周国 1-2m以内の幼晶のみが晩秋及び春期に健全巨内に侵入したものと考

へられ，幼品全期聞の活動範国は直径2m内外の直域内と見て大過ないと思はれる.
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iv. 垂直移動

ナガチヤ/コガネの垂直移動に闘しては，既に新島.#7j・宮本(1917)の報告がある故詳細は

省略する.本幼轟の札幌に於ける重直移動は僅か20cm内外で顕著なものではなく(第13闘L

特に土壌の上・下雨居の間に温度差の少い林地に於亨は，冬期に於ても地上に土佐積せる落葉の

直下から約20cmの深さまで一様に分布する(第14固， 1). しかし畑地の如く地去の被護物に乏

しく，初冬積雪前，表居数糎の凍結を見る場所に於ては，明らかな垂直移動が認められ，寒冷

を避けて下降する様子がみられる(第14闘， I1). 

コガネムシ類幼晶が踊化に際して，その越多時の棲自深度と嬬食時の棲息深度との中間部

tz:集まる傾向のある事が多くの研究者により報ぜられてゐる 第IS圃級品及び掃の棲息深度

が，ナガチャコガネに於ても 1846年5月下旬より約3週間，

トドマツ苗床tz:於て約500頭の桶及び捕食幼晶に就き調住の

結果は第15闘に示T如し その差はわづかではあるが，揖

食中には上唐部に多いのに反し，踊化に際しでは中居部に集

まる傾向が認められた.また雌!准によりわづかにその明化深

度を異にし，平均雌11.1cm，雄9.6cmであった.

5.も選好温度

劫轟が温度選好位を有するか否かを知るために次の貫駿

を行った耐して幼皇室の温度選好性を明らかにするととを得

れほ，幼轟の各種動作，特に垂直移動に闘する重要な示唆を

得るものと考へられる.

質験方法

南端の壁を餓板張りとした 12x14x50cm3 の細長い木

箱を 30x30x70cm3の植の中央に水平に保ち， 雨箱の間際

を鋸屑を以て埋め，外部よ Dの温度の影響を遮断した.ラえに

e 

L 

線 8

~"い

点品

(於トドマツ苗床)

3妻息 4' 
〆gι0;;;
一一一?一一

伽 ーぷ一%ー幼虫

二二二!}対

内部の箱中に十分洗刊誌せる 0.3mm内外の海砂(中庸漁度)を充し， との中tて幼品を均一・に分散

せしめて放っと同時に，一端を電気回温器に連接してこの側より加湿Tると共に，他端を水道

7](を通じた冷却器κ接寵して冷却し，以て砂中に一定の温度傾斜を生ぜしJb，との温度は壁を

貫通して挿入した棒服装暖計で讃取った. との場合砂が一定の温度傾科を示す迄に4-5時間

を要した.斯くして一定時間後に幼晶の分布状態を捻した.向各賞験には苗岡より採集L.tc新

鮮な幼品主用ひた.
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質験結果

第 16固に示す如く，測定器内の温度傾斜は恒温器に接した 5cmの直聞のみはやや急撤友

鑓化を見たが，他の 45cmの間には 120Cより 400Cに亙る滑らかな傾斜を生じた.而してと

の中に於ける幼品の分布j欣態は第16園v.;日くであった・即ち第 1tc，春秋雨期共に 34-350C

第 16掴 幼識の選好温度
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備考

L 主主戦期間

I…… 194u年 11月 1日より 24時間

1I・..... グ 11月2日グ 48"グ
III ......グ 11月 4日!/ 72 !/ 

IV …… 1947年 4月15日グ 24 グ

V …・・・ グ 5月13ログ 24 !/ 

2.供試品数

I ・・・・・・ 25頭

lI-V …・・ 30頭

。。 どを

3，幼過程重

1 ...… 252，8 mg 
II…… 247.3 !/ 
III ...... 249.1 !/ 

IV …・・・ 183.9 1/ 
V …… 285.7 !/ 
4.主主験前の幼議成息地w.度はVIの却し
5.ー・ー…・・ lJ!ll定器内の湿度
園田恒酬・・・・・・ 3実験開始時の幼品分布

盤-…・・賞験終了時の幼品分布

医麹…・・ P の蹴財布
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以上の温度を避ける傾向が認あられ， もしとれ以上の高温部に蛮見される場合は必十舞死して

ゐた.第211:， 350C以下の幼轟の分布は， 11月には供試幼晶の約60%が 24-34"'Cの聞に集

合してゐたのに封し， 4月には 23-280Cの聞に集まる 1群(約57%)と，冷却器の壁に町集す

る1群 (i約27%)との2群に分れ， さらに 5月には約27%の幼晶が冷却器の控に集まったのみ

で，高温部に集まる群は見られたかった越冬の前後雨時期に於て，共に約60%の幼品が 22

-340Cの聞に集まった事より考察するに，生長期にある幼轟の苦好温度は 22-340Cの聞にあ

るものと考へられる. 4，5月に低温部に集まった群に就いては，とれが越冬による何等カの生

理的襲化の結果でるるか，或は老熟せる幼轟の選定子温度が生長中の幼晶のそれよりも低いので

あるか，それ等の貼に関しては今後の研究に侯たねば左らぬ.

IV. 前踊及び踊

1.経過

前崎期 第 1年目秋に生長完了せる幼晶は翌春も引続き土if.l'内に留まり，活動すると

とはないィ生長不十分な個障は春季再び捕食せる後，雨者とも 5月中旬より漸次腸内容物を減

じ，骨豊は淡幸L黄色を呈し，次第に弾力性を失0.， C字肢を呈してゐた障は粕棒欣となり，大限

及び脚を動かし得な〈たる，外部より刺戟を加へでも大腿及び脚を動かさなくなった時を以て

前嶋期の始めとすれば，とれより 1-2週間の前師期を経て 6月上旬町j化する.

踊 期 蛸イヒ1'[際しては先づ躍の嬬動が起り，胸部背面に十字形の割目が生じ幼轟

の奮皮は次第に押下げられ，頭胸部，第1，2脚が股出する.三えいで煙者と背面に反らせて第3脚

を肱出すると共に，幼議の奮気管も細い絹訴を引出す如くに抜取られ脆皮を終る.幼晶の奮皮

は縮小したまま師の尾端に残る.斯の如く奮皮を脆去る事は，とれを被ったままのスヂコガネ

麗 (Anomalaspp.)の踊とは大いに異るととろでるる(民民3参照).

輔化直後の踊は青白色，牛透明，中央に乳白色の部分が透問せられるが，約 2時間後には

金程乳白色，不透明となる. 5，6日後，複眼淡褐色， 10日後には黒色となる.約2週間後には

頭胸部，主主の先端等が淡赤褐色となり，~化前日には複眼黒色，頭胸部赤褐色，題淡椙色，腹

部黄色，尾節淡赤褐色となり，尾端には透明友液が滞沼ナる.

踊期間 1946年5月下旬より 6月下旬に至る聞にトドマツ苗床比於て見られた前世帯，

踊及び成品の各棲息、寧の推移は第 17固に示す如くであった 即ち 5月下旬前崎期にるる各個

慣は6月に入ると共に官南化を開始し， 6月17-18日迄に殆んど杢伽:臆明化を完了した.次いで‘

6月20日前後よ P一再に洞化を開始し， 6月末には最平直前は認められなかてコた. との間隔期間
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として約17日を要した.との聞の地表下10cmの温度は平均 190Cであった. 1945年には王子

均 150Cで2G日を要した.

第 17園 前調及び掃の棲息率の季節的消畏 (1946年，トドマツ商床ト
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室内飼育による明期間は，平均160Cでは24日間， 2'1-24~C で最短.12 日を要し，をれ以

上の温度では照明間は再び延長し?と.

町jの護育連度と温度との3E係は第18岡の如くであり， 地表下10cmの6月の累年平均温

度 17.50Cでは約3週間を要

する如くでるる.尚雌准によ

って自由化開始期及ぴ明Wl聞の

差は認められなかった.

2. 踊{t率及び、羽化率と

益集i品度との関係

前明及び隔は，地表下6

-16cm (第15国)の土壌を周

固に押し撰げ，内面を滑らか

' にI:J.らした卵同形の土宵内に

棲息する.との土自を院した

第18周 掃の設育速度と温度との関係
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場合，前隔は町i化不能となり，時として瞬化l.Aと個慢も幼轟の膏皮を耽するととが出来すヘ頭

部と背商に裂目。ある幼晶奮皮を被・った奇形を生じた. とれ等Dイ間借をそのまま崩れた土持内

に置き，或は人工的tcfi;った土宮内で‘飼育せるも 1頭も洞化し得左かった.(とのλ工.!f::.需によ

る飼育は，通常の個睡では死亡率.1%以下であったd乙れに反し既K町化せる後土問を崩した

場合にほ相官の澗化を見、た

かくの如〈前踊と蛸とでは不良環境tr.封する抵抗性に相営の差のある事が考へられるが，

種々異った空集潟度中tc於ける煙重D費化及び踊イヒ塁手並び、κ~イと率は次の如くであった.

第19/1l 前繍並ぴIこ舗の腫重.

化e建築鴻度との関係
句d，ω 
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質験方法

各種¢昼筑穂度を得るために

Zwolfer (:ij)32)θ方法を使用した.

向との外tr.直接水分に接した場合と

して，、シヤ戸ν内に十分水分を含有

せしめた滞紙を敷き，との上に直接

轟障を置き飼育した各賞験には，

前摘は圃場より採集せる前相初期。

個樫，踊は室内で蛸化せしめた明化

後24時間以内の{同障を使用した

供試鐘教は各協度に就き 10頭であ

り， との障重慶化をお時間毎tr.測

定した 向飼育温度は 20土 0.50C

である.

第 19岡備考

I 前備期

1.空気揚度

2. " 
3. グ

4.μ  

II 嶋 晃早

1.爆った液紙に直接援した場合

2. " 
3.空気滋度 10刊JG ♀ 
4. ググ 8
5， (a) グ 70_80% 平

5. (h) " グ平
6. (a)ググ 3
6. (h) ググ 8

1. ? 29-3j% ♀ 
B. iJ グ 3

100%¥ 
90-95%1 

} 事長死
70-80%1 
29_3:)%} 

♀務ft
S吻ft
司君1t
司君f七
司理化
焼死
理事化
銭死
ZBS死
事害死
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賞験結果

第 11表 蝿期間の罷霊豊富化並びに羽化率と建築深度との関係

ffJJ?也市fFAl時判型jl堅恒
三!とlil;LJILlj;:l:;;l2Ll:::; 

問(日〉

i平均

ool:|::;|;::|::|;;::l:;;l;;::| 16-18 17.0 山 8I 16.2 

土iJJl-;止Ujf:-Lzl公判ιlJ11
2山 l早 I0 I一 l-l-l-l:|:l:
栄町l化直後の煙重を 100とす.桝羽化前日の慢量を 100とす.

前踊，隔共I'C~豊重減少の割合は，現境の関係i長度に逝比例してゐ?と・前楠は耐乾性が甚だ

弱く，闘係協度 100必に於ても踊化し得なかった.前踊期には漁った基盤に直接接する事告と必

要とするものと思はれる.

踊期間の護育には関係協度 100%が最も誼してをり，全佃腫羽化した.撮った基盤に直接

接した貫験直に於ける舞死個躍は，いづれも刻化前日迄は正常の護育を績けてゐ?とが，洞化常

日急激に多量の水分を含んで、甚しく膨大とたった.明期閣には基盤の過操献態は有害でるると

考へられる. 関係操度 70-80%y[に於げる艶死轟の中には，晶臆は洞化せるにかかはら歩踊

の奮皮が乾燥硬化せるために脆皮不可能となり鑑死した場合が認められた.各i思度匿共，:iE常

に羽化せる個臨Zコ洞化前日の瞳重は， 踊化富時の韓重の 80%以上を示してゐるのに劃し， と

のゴド耽皮成品の臨重は平均 72;，10であった.との酷から考へ，捕は踊化営時の腫重の 80%以下

迄乾燥すれば洞化詑力を夫ふものと考へられる.Ludwig (1936)はマメコガネの踊に就いて，と

の{直を 69%と報じてゐる.

成品の含水量は明期間D乾i誌に関係ない.洞化直後の値は，雌 65.2-74.5%，平均 69.2%，

雄 67.2-76.596，平均72.1%であった.

V.成晶

1.経過

洞化に際しでは， 先づ輔の第1，第2腹節背面の左右の部分i乞脈持の如き鼓動が始まり，

との鼓動の同教は室、温にて 1分間31同を敷へた. との鼓動の開始と共に尾端に溜ってゐ?と黄
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色透明の液睦は瀬次減少し約15分後には尾端の液の滞沼部分は全く萎凋する. それと同時

に，とれまで紡語形の所謡曲南の形をしてゐた腹部は，徐々に下膨れの丸味を帯びた成品腹部の

形態に鑓化する.約 1時間後には前記の鼓動は益々大とkり，腹部全暗に亙る波:IIkの嬬勤とな

る.やがで胸部背固に縦に割目が出来，波紋の鼓動は弱まる.との時の振動同敷は 1分間に 2;)

同であった.次いで晶躍な運動を開始し，先づ背部を突出し，前中脚を脆出する.殻は徐々に

尾端に向ひ押下げられ，麹は股出した部分より逐弐背面tて廻り込む.先に院出した前・中脚を

以て背面を頭部より尾端に向ひ撫で下すが如き動作を繰返し，最後に後脚と尾端とを枕して洞

化主格る.而して鼓動開始後約 2時間，背面に割目を生じてより約4.5分を要した.

洞化直後の成品は，頭部，前胸，小楕板等は柏赤味を帯びた鮮担色，麹鞘は乳白色 lcド透

明，後趨は淡黄色で深敏を有し，柏捧肢を呈す.腹部は字L白黄色，腹部末節rl淡褐色である.

羽化直後に於ては牧縮して棒肢を呈してゐた後趨は，失第に肢歌に仲良L，約 1時間後に

は，前趨後縁より約 7mm渓}j迄仲張する(自民 4). 共の後，腹部を上下に振動せしめるに伴

ひ，左方ι後.週より11恒三えに趨鞘下rC畢込まれる. との間，後脚をと以て屡々麹鞘及び腹部を摩擦

する.約3時間後には，後趨は完全に題鞘下に墨込まれ，超鞘はとの時迄に淡位色に着色し，

洞化後約 6時間で外見上全く完成した成品と在る.

成識は洞化後直ちに地上に出現するととなし なほ数日間土高内に留まる. との期聞は

1945年(地下 10cmの平均温度 14.30C)には 7-10日，平均9.1日間 1946年 (19..50C)には

5-9日，平均6.3日間でるった，また出現開始後;つ生存期聞は室内飼育に於て平均雄14.9日，

雄 14.1日でるった. 圃場に於て飛期θ見ら 第12表 成轟出現期間(於札幌)

れる期聞は第12表。如くであった.
年|出現期|期間|備考

成轟は日中は地中に潜み，日夜後の黄昏 ←一一上1.18 I 8問← L一一一一

時1-2時聞に限り出現する. Meunier (1928) 

は MelolonthameZ%ntha tz:就いて，そり群飛bt

薄暮の程度に一致するととを述ぺてゐるが，

ナガチャコガネに於ても，晴天の場合は日渡

1922 

1945 

1945 

1S4号

6. 28 -7.22 25 

7. 13 -8. 3 21 

7. 19 -8. 11 23 

6.26 -7. 19 24 

平均 [23.3 I 

木下 (1925)

畑地

林地

苗床

と同時に一斉に出現を開始するが，雲の厚い暗い日には日故前から童文頭づっ11~:3えに出現するの

が翫察された.

地上に於ける雌堆の動作には失の如き相違が認められた.即ち雄は雌より幾分早〈出現し，

雌を求めて地上を筒均し，或は低〈飛朔ずる. 日浪後20-30分。聞に飛期してゐるものは殆

んE全部堆でるった.雌は出現後宜ちに交尾するが，維に出合はざる場合は地上を絞漫に筒勾
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し，或は附近の雑草に昇り直ちに蟻食を開始する個腫が多い.交尾中もたほ揖食を績ける雌が

多数認められた.

2.食〆性

新島・楠・宮本(1911)は成品は産卵直後死亡するため揖食せぬ如〈記述してゐるが，木下

(1925)は成品。;草案を追記した. 又桑山(1937)は水稲を喰害したととを報じてゐる.然し本種

c成品の嬬実に闘する詳細の研究報告は未だ公表せられてゐたい.

著者等の今まで、の観察によれば，成議は出現地附近の植物を飴り選探するととなく橋産す

るととが員事められた.

圃場に於て観察し得た食事はヨえの如くである.

タンポポ

グイヅ

シロツメクサ

ナヅす

ハコベ

スベPピユ

Taraxacum platycarPum Dah1st. 

Glycine Max Merrill. 

Trifali.m repms L. 

Capsella Bursa-Tastoris Medicus. 

Stellaria media Cyr. 

Portu/aca oleracta L. 

ヒメスイ-'~
d 

. Rumex Acetosella L. 

オーチヤ戸ドグラス

トネ Pコパノカへデ

トドマツ

アカエグ

Dactylis glomerata L. 

Acer N匂undoL. 

Abies Mayriana Miyabe et Kudo. 

Picea GleTmi Masters. 

成晶の 1日間及び全期聞の嬬食量並に雌准による揖食量の差を見出すため，ヨえの寅験を行

った.

寅験右法 直径llcm，深さ 14cmVガラスポットに 5cmの深さに土壌を入れ，とれに

成惑を 1頭づっ飼育し，食事としてトネリコ
第 13表 成品の掻食量

パノカヘデを輿へたものと，大Rを興へたも
118憂(叩~) I 総量 (cm2)

のとの2匿に直別した・而してとの館協 会 草 i性別I--Jiiiil干瓦長古i五瓦
日新鮮なものと取換へ，その食跡を測定した トネリコパ i早 I1.4 I 0.4 I 10.7 I 5.S 

ノカヘデ Io I 1.2 I 0.3 I 10.7 I 4.7 
寅験結果 前速の如く成品は種々の植 一一一一一」 ーし一一|一一一_I~

|♀ I 8.2 I 1.9 I 34.3 I 16.2 
物た嬬食rるが，植物の種類によりその掛食 大 豆 1 1 1 1 1 

I o 5.3 I 0.8 I弘 7 I 12.2 

量には第13表の如き差が認bられ， ζ0差
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は特itt.雌に於て明らかであった.然しながら成品期間の締撮食量は大豆葉に於ても約・1枚であ

り，喰害は問題とするに是らね.

3.産卵習性

産卵数 成品は出現，交尾後2-3日より産卵を開始L，1日数股づっ約2週間tc.亙り産戸

卵を績ける. 1雌の字卵敷は，出現官初の雌50頭に就いて調査の結果は7個より 62個迄の個

慢差がる t，平均35.2個であった.

室内で飼育洞化せしめた成品を 1ポットK雌雄1組づっ飼育し，産卵重立を検せる結果は第

14表の如(，字卵主主王子均34.8個，産卵童文26.8個，残卵教8.2個であった. ととに注目す可き

ととは，.定草の種類及び量の差により，誇命には大差t;r.きも，産卵敢には 2倍近い差が認めら

れ，大豆を興へた場合i1:.は字有卵の殆ぎ全部在産み， トネリコパノカヘデの場合には字有卯の

約宇重立を産卵じ?とにすぎたかった斯く食草と産卵との間Jζは重要な関係が存する.との事寅

は苗闘に於ける本種防除上重要町題の 1つである.

第 14表 食草別に見た産卵薮並びに審命.

草 lZ帯主ir記す古!i主明党主主(fLd:

26'.8 ¥ 75.5 I 8.2 I 内
対
U

S
室。ο 14.5 

持 i可L~住 1 童話を以て 1 組とす

産卵深度及び密度 産卵深度は土地のtlた態により百J成りの差が認められ，林内では地表

下 2、6cm，苗床では 6-14cm，加では 10"，18cmのflI:l1乙多数の卵bぜ殻見された卯は 1粒

づっ結々産卵せられ，最も接近した場合には 1立方糎内に3肢を敢¥たが 2卵相接した場合

は認められたか二?と・

産卵密度の 1例としては，前年トドマツ据置苗(5年生苗)に多大の被害を被むり，春期i衣

替の際 1m平方に位、93頭。幼患の出息せる大立}:Uほ於て SOcm立方ζ12-12i1同，平均

52.7個の卵が認bられた.

VI.要約

筆者等は除防最も困難とせられてゐる根切品類の適切主主る防除法護見の目的をもって，北

海道に於ける農林業上主妥なる数種。コガネム会の生態皐的研究を行ってゐるが，誌に針葉樹



(130) 

の稚首K大害を及ぼすナガチヤガコネ (Heti'ophyllapicea Motschulsky)の生態撃的研究を略完了

せるをもって，とれを公表する.その結果主要約すれば弐の如くでるる.

r.経過

ナガチャコガネの週年経過は次去の如くである(於札幌).

品齢 期 問

.JiifJ 期 7月上旬--8月上旬

第1齢幼最期 7月下旬--9月J二句

第2齢幼最期 8月下旬--10月上旬

第 31鈴幼晶期 9月下旬~翌年6月上旬

前 由市 期 5月下旬'"6月中旬目

両日 期 6月上旬'"6月下旬

成 品 期 6月下旬'" 7月下旬

II. #s 

1. 卵の噌大 産卵営時の卵は平均重量1.1mgにすぎないが， 卵期間中に千均1.7mg 

の水分を吸牧し，容積は約3倍，重量は約2.5倍に増大する.

2 i長度との調係 卯の喪育には高i弘度を必要とする.空気揚度との関係は，飽和水蒸

気中に於てのlj.65%の解化互容を示し，それより低揺変では主卵箆死した.直径 0.3mm内外の

砂中に於いては，護育可能な高度は 10-80%(容水量の)，最適漁度は 20-30%であった.

3. 水素イオン濃吏との関係 強酸性 (pH3.8'-4.2)の貰磁僚{午の下では騨化率は低下

し，僻化n司臆は大形となった.然しながら通常の畑土壌に見られる如き酸性度の範圏内では，

瞬化率には顕苫な相違は認めgれなかった.

4. 卵期間 室温で 13-16E，野外では3週間を要した.

III.幼晶

1. 生長・ Uilf化首時の幼誌は平均誼長3.6mm，障重2.5mg，老熟幼晶は臆長22.5mm，

障重 288.3mgであった 叉各齢期間中に於けち頭蓋のえさは和一定で，その幅は第 1齢平均

1.22 mm， U~ 2齢1.91mm，第3齢 3.13mmでるる，

幼品の盟主増加は原剖として年内に完了し， その最大増加期は 9月中旬より 11日中旬迄

の2箇月lilJである.従ってとの期rmJ;n主主のほも著しい期nnでbる.最大重量に達するまでの

睦重士宮}JI1i出総は 1つの S字形を重きJ との曲秘はRobertsonの生長式により示す事ができる.

log制;二五=0.02622 (t-93) 

(但し m……産卵後t日目の幼晶腫逗)
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2. 食性 幼蕗の食物は地中の腐植物及び各種針葉樹の根部でるる.校を喰害する方

法は切断と剥皮とに大別出来る.劫晶が切断する根の太さは大胞の大さκより規定される.第

3齢幼晶の切断ナる根は直径0.3-0.8mm，千均 0.6mmであって， とれ以上の太い棋は切断

せ歩、に剥皮喰害する.

給餌量の多寡にまりJ幼晶の鯉重増加速度及び到謹し得る最高艦重ーには著しい相違が認め

ちれ 10日目毎1'L2年生トドマツ苗 1本を給餌した場合の 4箇月後κ於げる最高睦豆は子均

125mg， 2本では千均235mgであった. 自然紙態と同程度の護育を詮げるためには第3齢期

に於て 10日目毎に苗5本の給餌を要!した.幼晶期聞記コ綿指定量は， 2年生トドマツ苗のみでは

約20本を要する計算となる.

幼惑は各種の針葉樹の外，!j、~，牧草，大豆，ギシギシ等の根部を拐j宣する.叉共食もする.

3. 土壌酸性度との関係 飼育試院に於ては中性土壌中に於て最良の設育を遂げた.然

しな問一般掴場の土壌に見られる如き酸a臨の範圏内では，その設育に著しい相違は認めら

れないゃうであった.

4. 移動 土壌中に於ける前港建度は， 室内賓験tと於ては(直径 0.3mm内外の砂を

用ふ):第2齢幼轟の最高時速4cm，平均1.2cm，第3齢幼品最高11cm，平均1.9cmでるった.

間場に於ける幼轟の移動には，生長期間中に行ふ7k千移動と，晩秋及び早春に季節的K行

ふ垂直移動との 2型が認められる.

水平移動範国即ち幼轟期の活動範国は2-3王子方米と考へられる.

垂直移動は札幌に於ては 20cm内外でるったプとの移動は土壌の土居と下居との温度の相

違が激しい畑地が，温度の援化がそLい林地よりも顕著であった.

5. 選好温度 土壌温度 12~C より 400C 迄の範閣内のi部了温度試験の結果は否定の如く

であっ果

a) 350C以上を忌避し，もしとの個所に幼晶が麓見された場合は悉〈奨死してゐた.

b) 11月及び翌年4FHては 23，...，.34'Cの問に多敢(約 CO仙の幼品が集合した.

c) 4月及び5月;cは約 27%の幼品が冷却器の控(11-12-c)に附集した.尚5月には高

温部に集る群は見られなかヲた.

r¥7'.前蛸及び蛸

1. ~気i品度との闘係 前崎WJ及び踊期間中の閤重減少の割合は，環境の関係i品度に諮

比例した

前輔期は$jf乾性甚だ弱く，関係保度 100%の昼集中K於ても師j化し得なかった.撮った基
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盤に直接接してゐるととを必要とする如くである.

晴朗聞の蛮育には関係i思度f∞%が最適であった.1正いi最度保件では，腫重が踊化賞時。

80%以下に減少とた場合洞化能力を失った.

，成皇室の合7k査は踊期間の乾謀、I'L闘係友い.洞化直後に於ける平均値は雌69.2%，雄72.1%

であった.

2. 納期間 160Cでは 24日， 23-240Cでは 12日を要し?と.野外Kるっては王子均 3

週間であった.雌喰によ9 て明化開始期及び踊期間に相違は認められなかった.ー

V.成品

1.経過 成車は羽化後なほ 5-10日間同一土宮内に止まってゐる.出現期聞は 6月

末より約4週間である.成品は日中は地中に潜み，日直後D短時聞に限り地上に出現する.晴

天の場合には日渡t殆んど同時に飛期を開始するが，曇った暗い日には日浪前より飛湾?が認め

られる. I:H現開始後の吉命は，室内で平均雌14.9，l'l，雄 14.1日であった.

2.食性 出現地附近の植物を飴り選揮Tるととえにく掃取するが，昂食量は極めて少

い.植物の種類及び揖食量の多寡により産卵童文ι顕著な相違が認められた.

3. 庄卵習性 出現して交尾後2日日頃より産卵を開始し.1日童文粒づっ黙々と地中に

A卵する.各雌の卵巣には 7-62佃の卵が見られ，平均 34，8{闘を教へ?と.

地中iて産下した卯の位置は土地v![犬態により異なる.即ち林地にあっては地表下2却 6cm，

苗床では 6-14cm，畑地では 10-18cmの聞に特に多数の卵が殻見された

春季 1m千)jに52"";;93頭の幼晶を鷲見したトドマヅ苗床に於て， 30cm平方に 12-127個

のgUが護見された.
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VIII. R e s u m e . 

In the course of the present investigations the life-history and some habits of He't[ut，"ylla 

picea Motschulsky， one of the most injurious Scarabaeid beetles in the seedling nursery， have 

beeu studied. This studies， the authors believe， may be fundamental to the establishment of 

suitable control methodes of this insect pest. 

1. The seasonal life cycle of this species is shown in the following table:ー

Stagcs 

egg stage 

Lt-larval slage 

2nd-1arva1 stage 

3rd-1arval stage 

prepllpa1 stage 

pl1l'a1 stage 

.adu1t s tage 

2.The egg stage. 

Time of appearallce 

from early J u1y 10 early Al1gust. 

from lale July to carlyドeplcmher.

fron】 lateAugust to ear 1 y October. 

from late Septemb目・ toearly June of the next year. 

from late May to mid June. 

from ear1y June to late Junc. 

from lale ]ulle to lale J111y. 

Development The new!y laid-egg is only about 1.1 mg. in weight. Absorbing water 

of about 1.8 mg.， it increases 3 times in volume and 2.5 times in weight at the end of the 

egg stage. 

The relation between the humidity and the development of the eggs For the develop-

ment of the egg a remarkable moisture of th巴 environmentis necessary. In the laboratory it 

was found that the eggs ar巴 unableto hatch巴 inthe sand of which the moisture is 8:;~ of its 

water capacity and the diameter of each sand is about 0.3 mm. The eggs are able to hatch 

iI1 the moistures ranging from 10 to 809払 andthe optimum moistures are 20-30% (at 2ioC.). 

The eggs kept without soil are killed when the relative humidity is lower than 100%. 

The relation between the hydrogen ion concentrations and the development of the eggs: 

When the eg~s are placed in strong acid conditions (pH. 3.8-4.2)， it was found that the hat-

ching rate of the eggs decr.eases and the hatched egg becomes larger ~n size than the normal 

one. WhillY in the usual range of soil-acidity which are found in the field， it has been recog-
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nized that there is no remarkable difference of the hatching rate. 

Duration of the egg stage Under the laboratory condition the duration of the egg stage 

was 13-lo days at 22'ー280C.，while under the field condition it was 3 weeks in general. . 
3. The larval stage. 

Development The changes in weight and size during the larval stages are shown in the 

following table : 

Stages. 

" 

f 1 [ead 

width ~ Thoracic segment 

‘Abdol11inol segment 

1.22.mm. . 

1.4 111m. 

0.8 mm. 

1.94mm. 

3rd. instar. 

(Early) Iσullgrow斗

79.4 mg. I 288.3 mg. 

15.σmm. 22.5 mm. 

3.13 mm. 

3.3 mm. 5.6 mm. 

2.5 111m. 4.8 ml11. 

r
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S

L
h
w
 

Average weight 2.5 rng. 11.7 mg. 

"占ngth 3.6 rnl11. 9.1 m，ll. 

2.1 rnl11. 

].{ 111m. 

The larve increases in weight rapidly from mid-S'eptember to late November， and there is 

a slight deCfease of the weight during the hibernation. In the next spring the lar向 feeds

little and pupates in J une. 

The growth (in weight: of this beetle from the egg to the fullgrown larva may be rep-

resented by a S-shaped curve. This curve may be shown in Robertson's formula as 

log 2ぷニ:x= 0附 22付-93)
(x……The weight of the larva at the t-th day since the egg laid.) 

Feeding habits The larvae feed on the roots of many kinds of plants， especially of 

coniferous trees， and theytake also humus in the soil. 
The larva cuts off smaIl roots and strips off the cortex of big. roots. The diameter of 

the root which is cut off by the larva， may be decid巴dby th巴 sizeof its rnandibles.' So the 

3rd inster larvae cut off roots of 0.3-0.8 mm. in diameter. 

Ao∞rding to the quantity of food plants， some different rates of development of the larvae 
were recognized. When 1 seedling of Abie; Mayriana Miyabe et Kudo of 2 years old was given 

to a larva at every 10 days， the maximum larval weight. which was obtained at the end of 4 

months culture under this condition， was about 125 mg. and when 2 seedlings were given， the 
maximum weight was about 235 rng. For the 3rd instar larva， 5 seedlings were necessary at 

every 10 days to finish the norrnal development. J udging frorn above the experirnents， it is 

necessary about 20 seedlings for a larva during the whole larval period， when the larva fed 
entirely upon them. 

The relation between the soil reaction and the developrnent of the larvae According 

to the cultural results， the best development of the larvae was ascertained in the neutral soil. 

It was found， however，出atthEacid soil ad the alkalineml，bothof which arJfound usuauy 

・-in the field， might be no influence upon the larval development. 
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The movement of the larvae in the soil The highest spped of the forward movement 

of the 2nd instar larva which was observed in the sand，each of which is about 0.3 mm. in 

diameter， was 4 cm. per hour， and the average speed was 1.2 cm. As to the 3rd instar larva. 

the maximum was 11 cm. per hour and the average was 1.9 cm. 

In the fie1d， two kinds of movement are seen in the larval stage. During the vegetation 

period， the larvae mainly move horizontally from root to root. The sphere of activity of a 

Iarva may be 2-3 m2
• The other movemcnt of the Iarvae is a verticaI one for the hibernation. 

It was observed that in October the Iarvae moved downward in the soil to the dcpths of about 

20 cm. in Sapporo. On account of the marked difference of soil tcmperatures b巴tweenthe 

upper and lower Iayers in the ground， the movement is more distinct in the field th叩 inthe 

fore銑.

The temperature preferendum of the Iatvae Und色rthe condition wher巴 th巴lan-aecould 

prefer the zone of temperafures ranging from 120C. to 40、C.，they beh託vedas folloWs: 

a) The larvae reiused the temperature higher than 350C. When the larva which stayed 

in the place of such high temperature， aIl of them were kilIed. 

b) In November and ApriI of the next year， almost 60 per cent of the larvae crowded in 

the zone ~f soiI temperatures ranging from 230C.. to 240C. 
c) In April and May， as many as 27 per cent of the Iarvae thronged along the walI ot 

the refrigerator， where the temperature was abo品from] 10C. to 12~C. ， and in May they did 

not crowd in the zone of high temperatures ranging from 2:FC. to 348C. 

4. The prepupal-and pupal-stages. 

The effect of varied atmospheric relative humidities on the prepupal-and pupaI-stages : 

It was observed that the decrease of the bodyweight in. the' prepupal-and pupal-stages is 

inversely proportion耳1to the humidity of the habitat. 

The pr叩upaeare very sensitive to desiccation. They could not pupate even i.n 100% 

attnospheric humidity， hut th巴ymay be able to finish their metamorphose normalIy only when 

they contact with a moist substratum directly. 

The pupae developea most suitぬlyat 100% humidity. Under the condition of humidity 

Iower than 100%. they were kiIIed when the w巴ighthas been reduced to 80 % of the originaI 

weight. 

Duration of the pupal stag巴:The duration of the pupal stage was 24 days at 160C.， and 

the shortest duration was 12 days at 230-240C. Under the field condition th巴 durationwas 

3 weeks in general. 

It was found that there are no sp巴Cl
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The adult is most active during about 1 hour after the sunset. The adult life was 14.9 

days (平)and 14.1 days (o) in the laboratory after the appearance. 

Feeding habits It has been found th乱tthere are 11 spccies of the adult-food-plants. 

The adult takes a food 50 little that it dOe5 not harm the CrOp5. The number of the eggs 

deposited by each female ar巴 influencedby the sorts， and amount of th巴 food~plants.

Egg-Iaying habits The female begins to deposit h巴reggs at 2 or' 3 days after the 

appe?rance， and it continues during her life by depositing several eggs pcr a day. 

It was observed that there are 7-62 eggs in the ovaries of each felame， and the 、average

number is 34.8. 

The eggs were・laidscatteringly in the ground at depths of 2-:-6 cm. in the forest， 6ー14

cm. in the se巴dlingnursery and 10-18 cm. in th巴 field. As many as 12-127 s:ggs were found 

at each area of 30 x 30 cm2
• in the Abies seedling nursery， where 52-93 larvae had been found 

at each area of 1 m~. in the last spring. 
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